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南米ボリビアのチャカルタヤ山中腹 (標高 4,740 m) で推進中の ALPACA 実験は、

大面積 (3,600 m2) の水チェレンコフ型地下ミューオン観測装置を広視野連続

観測の空気シャワー 観測装置 (有効面積 83,000 m2 ) と連動させ、背景となる

原子核宇宙線からガンマ線を高純度・高効率で選別することで、10 TeV から 1

PeV 領域ガンマ線を高感度で観測可能となり、南半球における超高エネルギー

ガンマ線天文学の開拓を目指す研究である。

2026年現在、約４分の1サイズのALPAQUITA地表アレイが稼働している。ALPAQUITA地表アレイでは原子核宇宙線と

ガンマ線の荷電粒子数を観測でき、弁別こそ困難なもののエネルギーの推定は可

能である。ALPACA 実験は地表アレイの面積を約四倍に拡大するとともに、それ

ぞれのユニットに20 インチ光電子増倍管がプール天井から下向きに1個ずつ

設置され、水チェレンコフ光を検出する、水チェレンコフ型地下ミューオン検出

器 を設置する。

本講演では ALPACA の一部である ALPAQUITA について、現在稼働中の地表空気

シャワー観測 装置の運転状況と性能、建設が始まった地下ミューオン検出器

の進捗、今後の予定について報告する。
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